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語
文
五
十
輯
を
迎
へ
る
に
寄
せ
て
―
―
創
刊
の
こ
ろ
―
―
田
中
裕
大
阪
大
学
文
学
部
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
二
三
年
九
月
、
当
時
九
州
大
学
と
兼
任
の
小
島
吉
雄
先
生
が
専
任
教
授
と
し
て
来
任
さ
れ
た
の
が
翌
二
四
年
四
月
、
語
文
創
刊
か
二
五
年
十
一
月
で
、
そ
れ
は
国
文
学
科
、
研
究
室
の
定
礎
の
た
め
に
渾
身
の
努
力
を
傾
け
ら
れ
て
ゐ
た
御
企
画
の
一
環
で
あ
つ
た
。
当
初
の
発
行
者
は
邦
進
社
の
前
田
春
雄
氏
で
、
二
八
年
七
月
刊
の
第
九
輯
か
ら
文
進
堂
同
勘
次
氏
に
替
つ
て
ゐ
る
が
、
今
度
そ
の
間
の
い
き
さ
つ
を
改
め
て
林
和
比
古
先
生
に
伺
ふ
こ
と
が
で
き
た
。
先
生
は
こ
の
前
田
兄
弟
と
御
自
著
の
出
版
の
こ
と
で
か
ね
て
面
識
が
あ
り
、
戦
後
春
雄
氏
が
シ
ベ
リ
ャ
抑
留
か
ら
帰
つ
て
文
進
堂
内
に
邦
進
社
を
置
き
出
版
を
再
開
し
た
の
を
機
に
、
雑
誌
発
行
の
こ
と
を
説
い
て
兄
弟
を
小
島
先
生
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
春
雄
氏
が
業
を
廃
さ
れ
た
あ
と
を
令
兄
が
引
受
け
て
三
十
余
年
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
同
氏
の
誠
意
、
芳
情
に
は
私
個
人
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
語
文
創
刊
は
戦
後
め
ざ
ま
し
い
復
興
を
見
せ
つ
つ
あ
つ
た
国
文
学
界
の
動
向
と
揆
を
一
に
す
る
も
の
で
、
在
阪
大
学
に
限
つ
て
も
二
五
年
に
大
阪
市
立
大
学
人
文
研
究
、
関
西
大
学
国
文
学
、
二
六
年
に
女
子
大
文
学
が
創
刊
さ
れ
た
と
記
憶
す
る
が
、
小
島
先
生
は
語
文
を
た
だ
教
官
、
学
生
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
学
界
へ
開
か
れ
た
研
究
誌
に
す
る
御
考
へ
が
強
く
、
前
年
秋
に
発
会
し
、
や
が
て
自
身
そ
の
中
心
と
な
つ
て
尽
力
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
大
阪
国
文
談
話
会
と
の
提
携
も
密
に
し
、
第
二
輯
（二
六
年
七
月
刊
）
の
「
契
沖
阿
閣
梨
特
輯
号
」
な
ど
前
年
同
会
の
主
催
し
た
記
念
講
演
会
で
の
諸
大
家
の
講
演
を
母
胎
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
当
日
の
澤
潟
久
孝
先
生
の
御
講
演
も
、
テ
ー
プ
と
て
な
い
頃
で
学
生
に
筆
記
さ
せ
た
も
の
を
お
目
通
し
願
つ
た
の
で
あ
る
が
、
誤
り
が
多
く
て
結
局
書
き
下
し
ま
し
た
と
認
め
て
、
い
つ
も
の
毛
筆
書
き
の
見
事
な
原
稿
を
送
つ
て
下
さ
つ
た
の
は
汗
顔
の
至
り
で
あ
っ
た
。
語
文
の
前
記
御
趣
旨
は
「
投
稿
規
定
」
に
も
反
映
さ
れ
て
学
外
か
ら
の
投
稿
も
多
く
、
宇
佐
美
、
大
養
、
林
、
八
木
、
私
が
編
輯
委
員
と
な
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
論
文
を
閲
覧
し
、
輪
番
で
編
輯
後
記
を
書
い
た
。
編
集
長
格
は
宇
佐
美
先
生
で
編
集
会
議
と
な
る
と
教
養
部
の
現
イ
号
館
最
上
階
に
あ
つ
た
先
生
の
研
究
室
に
伺
ひ
、
は
て
は
遅
く
ま
で
雑
談
に
花
を
咲
か
せ
た
。
い
ま
旧
号
を
経
い
て
ゐ
る
と
第
十
輯
（二
九
年
一
月
刊
）
を
文
部
省
科
研
費
に
よ
る
共
同
研
究
の
発
表
の
場
と
し
て
「
懐
徳
堂
の
和
学
」
の
特
集
に
あ
て
る
と
共
に
「
十
輯
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
」
こ
と
を
自
祝
し
て
、
は
じ
め
て
小
島
先
生
が
後
記
を
も
の
さ
れ
て
ゐ
る
の
や
、
第
十
三
輯
（二
九
年
十
二
月
）
の
彙
報
に
大
養
先
生
の
「
大
阪
大
学
万
葉
旅
行
の
会
」
の
第
廿
三
回
に
至
る
催
し
一
覧
の
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
第
十
二
輯
（二
九
年
八
月
）
に
卒
業
生
の
論
文
第
一
号
と
し
て
今
井
優
君
の
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
が
日
に
著
き
、
感
慨
を
催
す
の
で
あ
る
。
そ
の
後
語
文
の
内
容
、
性
格
も
徐
々
と
し
た
変
遷
を
閲
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
が
、
今
度
五
十
輯
を
迎
へ
る
の
を
機
に
国
語
国
文
学
会
誌
と
し
て
力
強
く
再
出
発
す
る
由
、
信
多
教
授
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
の
御
英
断
、
尽
痺
に
深
い
敬
意
を
さ
さ
げ
る
一
方
、
一
層
の
発
展
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。
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）
